
我はいかにして
 途上国学徒となりしか

塩 田 光 喜

◉ 

第
一
五
話　

虫
ち
ゅ
う

瞰か
ん

と
鳥
ち
ょ
う

瞰か
ん

の
交
錯
（
三
） 

―
米
騒
動
か
ら
昭
和
恐
慌
へ
―

　

明
治
一
八
（
一
八
八
五
）
年
生
ま
れ
の
曽
祖
母
コ
ヲ
は
、
小
学

校
の
唱
歌
の
時
間
に
「
同ど

う

胞ほ
う

す
べ
て
四
〇
〇
〇
万
！
」
と
歌
っ
た
。

同
じ
歌
を
明
治
三
八
（
一
九
〇
五
）
年
生
ま
れ
の
祖
母
キ
ク
は
「
同

胞
す
べ
て
六
〇
〇
〇
万
！
」
と
歌
っ
た
。

　

ま
さ
か
二
〇
年
で
人
口
が
五
割
も
増
え
た
と
は
思
え
な
い
が
、

明
治
時
代
、
日
本
の
人
口
が
驚
く
べ
き
勢
い
で
増
加
し
た
こ
と
は

疑
え
な
い
。
米
の
生
産
力
が
人
口
増
加
に
追
い
付
か
な
け
れ
ば
米

不
足
に
な
る
の
は
日
を
見
る
よ
り
明
ら
か
だ
。

　

実
際
、「
明
治
の
う
ち
に
米
の
国
内
生
産
力
は
頭
打
ち
に
な
っ

て
き
て
い
た
。そ
れ
な
の
に
人
口
は
増
え
る
一
方
。足
り
な
く
な
っ

て
あ
た
り
前
だ
っ
た
」
挙
げ
句
の
果
て
が
一
九
一
八
年
の
米
騒
動

だ
っ
た
。

　

片
山
杜
秀
に
よ
れ
ば
、
米
騒
動
に
震
撼
し
た
時と

き

の
支
配
層
が
考

え
だ
し
た
対
策
は
、
日
本
統
治
下
に
あ
っ
た
朝
鮮
半
島
に
資
本
を

投
下
し
て
米
を
増
産
さ
せ
て
、
日
本
本
土
の
米
不
足
を
賄
う
と
い

う
も
の
だ
っ
た
。

　
「
政
府
が
目
を
つ
け
た
の
は
植
民
地
だ
っ
た
。
特
に
朝
鮮
で
あ

る
。（
中
略
）
朝
鮮
で
安
く
て
お
い
し
い
米
を
大
増
産
す
る
。
そ

の
た
め
に
政
府
が
大
規
模
投
資
を
行
う
。
成
功
す
れ
ば
二
度
と
米

騒
動
は
起
き
な
い
だ
ろ
う
。（
中
略
）
国
家
社
会
の
全
体
的
崩
壊

は
食
い
止
め
ら
れ
る
は
ず
だ
」。

　

か
く
て
、
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
に
「
朝
鮮
産
米
増
殖
一
五

カ
年
計
画
」
が
策
定
さ
れ
る
。

　

だ
が
、
一
九
二
六
（
昭
和
二
）
年
に
策
定
さ
れ
た
新
一
二
カ
年

計
画
は
更
に
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。

　
「
新
た
な
一
二
カ
年
計
画
は
、
そ
の
遙
か
上
を
行
く
。
国
庫
補

助
が
二
割
で
政
府
資
金
が
七
割
な
の
だ
。
自
己
資
金
は
一
割
り
で

い
い
。

　

よ
だ
れ
の
出
る
ほ
ど
お
い
し
い
話
。
事
業
家
は
朝
鮮
の
農
地
に

争
っ
て
投
資
す
る
だ
ろ
う
」。

　

そ
し
て
、
日
本
政
府
の
読
み
ど
お
り
、
一
九
三
一
（
昭
和
六
）

年
の
首
都
圏
の
米
の
出
回
り
高
は
「
内
地
米
が
七
八
三
万
俵
に
対

し
て
、
な
ん
と
朝
鮮
米
は
四
四
五
万
俵
。

　

日
本
の
朝
鮮
農
業
へ
の
資
本
投
資
が
い
か
に
す
さ
ま
じ
く
、
ま

た
効
果
を
挙
げ
た
か
が
ヒ
シ
ヒ
シ
と
伝
わ
っ
て
く
る
。

　

こ
の
動
き
を
じ
っ
と
見
つ
め
て
い
た
男
が
い
た
。

　

我
が
祖
父
、
定
助
で
あ
る
。

　

日
本
の
朝
鮮
へ
の
急
激
な
農
業
投
資
が
米
だ
け
で
完
結
す
る
は

ず
が
な
い
。
当
然
、
換
金
作
物
に
も
及
ぶ
は
ず
だ
。
特
に
、
キ
ム

チ
を
初
め
と
す
る
朝
鮮
料
理
に
必
須
の
ス
パ
イ
ス
、唐
辛
子
に
も
。

　

祖
父
定
助
が
朝
鮮
―
大
阪
間
の
国
際
ス
パ
イ
ス
・
ト
レ
ー
ド
に

乗
り
出
し
た
の
は
、
次
男
の
俊
輔
（
昭
和
二
年
生
）
誕
生
直
後
の

こ
と
だ
っ
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。
新
一
二
年
計
画
が
策
定
さ

れ
て
一
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。

　

祖
父
の
動
き
は
素
速
か
っ
た
。
祖
父
は
新
聞
を
読
み
。
大
阪
の

市
場
の
動
き
を
読
ん
で
、果
敢
に
リ
ス
ク
を
取
り
に
行
っ
た
の
だ
。

　

菊
池
英
博
に
よ
れ
ば
、「
昭
和
の
デ
フ
レ
は
一
九
二
五
年
に
始

ま
る
」
そ
し
て
、
一
九
二
七
年
に
は
金
融
恐
慌
に
突
入
す
る
。

　
「
近
代
日
本
鳥
瞰
」
的
に
は
、
完
全
に
逆
風
が
吹
い
て
い
た
。

し
か
も
、
大
嵐
で
あ
る
。
だ
が
、「
塩
田
定
助
虫
瞰
」
的
に
は
、

潮
流
に
乗
っ
て
、
そ
れ
ま
で
の
詫
間
の
仲
買
商
か
ら
、
朝
鮮
―
大

阪
間
の
国
際
ス
パ
イ
ス
・
ト
レ
ー
ダ
ー
へ
の
飛
翔
の
日
々
だ
っ
た
。
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